
色の錯視について 23

〈講　　演〉

第 41回日本香粧品学会（2016）・特別講演

色の錯視について
北 岡 明 佳 *

Color Illusion

Akiyoshi KITAOKA*

Abstract
This article introduces a series of color illusions. The first one is the “vein color illusion.” It refers to the phenomenon 

that subcutaneous veins appear to be bluish though they are physically not. A new color contrast illusion and the color con-
stancy illusion are suggested to underpin the vein color illusion.
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1.　皮下静脈が青く見える錯視

静脈は青く見える。本当に青いのかというとそうでは
ないから，これは色の錯視である。どうやって本当に青
いのかどうかを確かめるのかというと，手や腕を撮影し
た写真の静脈部分の画像の画素を取りだして，青いかど
うかを調べるのである。それが色の錯視の研究の基本で
あり，分光放射輝度計などによる物理的測色値は参考情
報と筆者は位置づけている。画素は RGB （赤・緑・青）
のそれぞれ 256階調の明るさの情報からなっており，
RGB値がそれぞれ等しければ無彩色（白・灰・黒）に
見えるようにディスプレーは設計されている。このた
め，Rおよび Gの値よりも Bの値が大きい画素は青い
と言える。R＜B＜Gでも「青く」見えるが，緑みの強
い青緑の色相である。

Fig. 1に例を示した。静脈の中でも特に青く見える 6
点を取りだし，その画素の RGB値を示している。いず
れの画素でも，RGBのうち Rの値が最大で，Bの値が
最少である。たとえば，中央上の R192, G190, B169の
画素はほぼ黄色の色相である。その右隣の手首の R183, 
G167, B153の画素はオレンジ色の色相である。いずれ
にしても，皮下静脈は青くない。
静脈と静脈でないところのおもな色の違いは，色相と
いうよりは，色の鮮やかさ（彩度）である。Fig. 2のよ
うに，ある静脈とその近くの皮膚の色を比較すると，静
脈のほうが相対的に灰色に近い。すなわち，RGBそれ
ぞれの値の間の差が少ない。

細かく見れば，実は色相も少し違っていて，静脈でな
いところは Rの値が相対的に高く，Bの値が相対的に
低いが，静脈ではその差が縮まっている。すなわち，静
脈は静脈でないところに比べて，赤みが少なく，青みが
多い（Fig. 3）。この現象は，これまでいくつかの研究に
示されてきたように，「静脈が青く見えるのは，皮下に
入射した光の散乱（短波長光が戻ってきやすい）が原因
である」という説明と矛盾しない。
なお，静脈は色の鮮やかさが相対的に低いので，画像
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Fig. 1. 静脈錯視．静脈は青く見えるが，黄色からオレン
ジ色の色相をしている．
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